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特殊重粘土壌(ジヤーガル)の改良に関する研究

第１報(予報)表土の改良について

大城喜信・東江三信
（琉球農業試験場）

StudyonthelnprovementofPhysicalpropertiesoftheHeavy
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4．栽培試験１緒言および目的

沖縄本島中，南部には泥灰岩に由来する重粘土壌（通

称ジャーガルと呼ばれている）が広く分布し，その面積

は約１万hczである．この土壌は一般に肥沃で，現在サト

ウキビの主な産地となっている．しかしながら，この土

壌は粘着力が強く，乾燥すると非常に硬くないさらに

下層士が織密であるために透水性が低く，排水不良で，

一度温めると乾きにくく，耕転，砕土，その他の管理作

業などが土壌水分含量によって箸るし<制約される．こ

のことは，今後，この地域の農業経営の安定をはかるた

めの農業の近代化を行なう上に一つの大きな阻害要因に

なることは明らかである．農業の近代化には農業基盤の

整備，経営規模の拡大，機械の効率的利用などの条件を

伜なうが,この土壌の不良な物理的性質のために，たと

え基盤整備や経営規模を拡大しても，機械の効率的利用

は大きく制約を受けると思われる．この研究は，この重

粘土地の適切，かつ合理的な士地基盤整備および土地改

良方式を確立するための資料を得るのを目的とするもの

である。本報においては作土の改良について検討したの

でその大要を報告する．
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6．ニンジン収穫跡地の土壌調査

Ⅲ試験結果

１．栽培試験

この重粘土壌に砂岩を10αあたり約105tｏｎ客土した圃

場の一部と無客土区の一部にそれぞれホウレンソウとニ

ンジンを栽培し，その効果について検討した．その結

果，ホウレンソウは無客土区では2.80kg/3.3㎡の収穫量

であったのに比し，客土区では4.15kg/3.377fで68％の増

収を示した.ニンジンは無客土区が31.7kg/16.5㎡で，

客土区では55.2kg/16.5ｹ7$で74％の増収を示した．第１

表および第１図はそれぞれ16.5㎡当りの客土区と無客土

区のニンジンを等級に類別して，その形態および収量を

方法
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長がやや短くて，一般に太くて短かい．また，収穫の

際，砂岩客土区はニンジンの抜取りが容易になりまた根

部に附着した土壌が少なく，土の洗い落としが極めてら

くであった．

示したものである．それによると，砂岩客土区のニンジ

ンは無客土区のそれに比較して４級は（10Ｗ以下）収

量においては同じであるが，１～３等級に属する大きい

ニンジンが多く，葉長が長く,,根径もやや大きいが，根

第１表ニンジンの形態および収量成績“一一一綱」※卵鮒》識》鐸》
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２．ニンジン収穫跡地の土壌の物理性

ニンジンの収穫跡地の土壌について，２月３日，２月

６日，２月10日の３日間表土から０～10cm，１０～20cm，

第２表土壊の物理性

20～30cm，および30～40cmのおのおのの深さにおける三

相分布，水分含量および有効水分について測定した結果

は第２表，第２～６図に示すとおりである．
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第３図２月６日における三相比
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第４図２月10日における三相比
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第５図砂岩客土区と無客土区の水分の日変化
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第６図砂岩客土区と無客土区の有効水分の日変化
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粘土壌の主な粘土鉱物はモンモリロナイトであり，その

土性は埴土である．この重粘土壌を根本的に改良するに

は，表土の強い粘着性および堅硬性を弱くすることと，

下層土の排水不良を改良することにあると思われる．こ

の土壌の表土を改良するために第三紀砂岩の客土試験を

した結果，ホウレンソウは68％，ニンジンは74％の増収

であった．ニンジンの収穫跡地の土壌の物理的性質につ

いてみると，降雨後10日間において客土区は無客土区

に比較して下層士（30cmまで）の空気含量が高くなり，

比較的乾きやすくなるが，有効水分保持は両者間に殆ん

ど差は認められなかった.このように下層土までの空気

含量が高くなることが根の初期生育を促進し，これが養

分の吸収利用などにも好影響を及ぼし，ホウレンソウや

ニンジン等の葉菜，根菜類の増収に寄与しているものと

思われる．また無客土区では乾燥した場合，極めて硬

く，湿めると粘着力が極度に強いが，客土区は乾燥して

も脆くなり，湿めったときも粘着力が弱く，耕転，砕士

等が容易になった．

この砂岩は量も豊富で’一度客土したらその効果は永

久的に持続するので，これは，この重粘土製の表土の改

良剤として利用し得ると恩わそる．

Ｖ要約

ブルドーザーですき起こした第三紀砂岩を泥灰岩に由

来する重粘土壌に10α当り約105tｏｎ客土してその効果に

ついて検討した．

１．客土区は無客土区に比べ，ホウレンソウおよびニ

ンジンでそれぞれ68％，７４％の増収を示した．

２．客土区は無客士区に比べ，降雨後０～30cmまでの

空気含量の高くなるのが速い．

３．客土区は無客土区に比べ，降雨後乾きやすいが，

有効水分保持力は両者間に殆んど差は認められない．

４．客土区は無客土区に比べ，土壌が膨軟になり，粘

着力が弱く，耕転，砕土等が容易になる．

泥灰岩地帯に散在する第三紀砂岩は，この重粘土壌の

改良剤としてきわめて有用であると思われるので，さら

にその最適客土量を決定し，心土砕法，その他の改良剤

などを組み合わせ，作物栽培，大型機械の効率的利用効

果，経済性などからこの重粘土壌の綜合的な改良方法を

検討したい．
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これは２月１日に約30171mの降雨があって，その後10日

間無降雨が続いたときに測定したものである．

気相は，降雨後２日経過した２月３日には客土区，無

客土区間に差はないが，２月６日になると20～30cmの土

層において，客土区は無客土より極めて高くなってお

り，３０～40cmにおいても前者は後者より高い．同様な傾

向は２月10日においてもみられる．また，客土区，無客

土区ともに０～10cm，１０～20cmの表土は日がたつにつれ

て急に高くなるが，無客土区では20～30cmは２月３日，

６日は殆んど変化せず，２月10日になって高くなってい

る．しかしながら30～40cmの下層土では降雨直後から９

日間経過した２月10日まで何の変化も認められない．客

土区は20～30cmでも気相は２月６日からは急に高くな

り，さらに30～40cmでも日時の経過とともに高くなって

いて，下層土への空気の透通が良好である．

液相は，２月３日では０～10cmにおいては，客土区，

無客土区間に差は認められないが，１０cm～40cmまでをみ

ると，無客土区は客土区よりもやや高い．２月６日には

０～10cmは両者とも同じであるが，１０～40cmでは無客土

区は客土区よりもかなり高くなっている．同様な傾向は

２月10日にもみられる．客土区，無客土区ともに，０～

10cmでの液相は日時の経過とともに減少が速い．１０～２０

cmでは無客土区は２月６日まで変化していないが，２月

10日には低くなっている．客土区では２月３日，６日，

10日としだいに減少している．２０～30cmでは無客土区は

２月６日まで同じであるが，２月10日でやや低くなって

いるが，客土区では日時の経過とともにしだいに減少し

ている．３０～40cmでは無客土区，客土区ともに降雨後９

日経過しても何の変化も認められず，下層土における水

分の運動が緩慢であることを示している．

固相は，客土区，無客土区間に全層をとおして殆んど

差は認められないが，２月６日，１０日の０～20cmにおけ

る客土区は，無客土区よりやや高く，また０～10cmでは

両者ともに日時の経過とともにしだいに減少している．

乾土あたりの水分含量は，客土区，無客土区ともに液

相の場合と殆んど同様な傾向にある（第５図)．

有効水分含量（測定時の水分一永久萎凋点水分）は２

月３日，６日，１０日のそれぞれの日における無客土区は

客土区に比べやや高いが，概して言えば，両者間に大き

な差はない（第６図)．

Ⅳ検討

沖縄本島中，南部に広く分布する泥灰岩に由来する重 1）小林嵩，品川昭夫１９６６鹿児島大学農学部学術報




